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１ はじめに 

                       国府地区まちづくり協議会 

2022 年から団塊世代が 75 歳に到達し始め、2025 年には後期高齢者が全人口

の 18％を占めると予想されています。いわゆる 2025 年問題です。医療･介護の

負担増、社会保障バランスの乱れなど社会に及ぼす課題がいよいよ現実味を帯

びてきています。一方、少子化傾向もとどまるところを知りません。子育て支援

対策や男女の働き方改革など種々の対策がなされていますが、超少子高齢化傾

向はますます勢いを増してきています。 

 そんな状況下で、国府地区まちづくり協議会は「自分たちの生活は自分たちで

まもる」ことを基本に、令和元年５月に発足いたしました。翌令和２年４月には 

活動の根幹となる「国府地区地域計画２０２３」を策定し、４つの専門部会で活

動を開始いたしました。残念ながら、同年度１月から全世界で猛威を振るった新

型コロナウイルス感染禍に突入し、まちづくりの活動そのものが大きな制約を

受ける期間が長くありましたが、その間も可能な限り活動を進めてサロン活動・

生活支援幸ネットなど介護予防対策を推進してまいりました。また登下校時の

見守りやあいさつ運動の充実、子供のリーダー育成なども継続して推進してい

ます。地域の安全安心のための防犯パトロールの強化や地域で取り組む防災対

策も着実にその成果を重ねています。それらの集大成として令和５年１１月に

は学校を含めた地域の皆様の協力を得て、「みんなで知ろう国府のまち みんな

でつながろう国府のひと」を合言葉に国府地区まちづくりフェスティバルを開

催することができました。地域の皆様にまちづくり活動の一端でもご披露でき

たことに感謝申し上げます。 

 本年度、地域計画２０２３の成果を受けて「国府地区地域計画２０２７」を策

定いたしました。従来の活動の継続・充実を図るとともに新規の取り組みにも挑

戦する内容になっています。是非ご高覧いただいた上で、地域の皆様のご理解ご

協力いただきますようお願い申し上げます。 

 地域全体で活動に参画し、思いやりにあふれ 誰もが心豊かに暮らせるまち

を作りましょう！ 

 

２ 国府地区が目指す将来像（国府地区まちづくり基本目標） 

 

 「思いやりにあふれ  

誰もが心豊かに暮らせるまち 国府」 

－１－ 



３ 国府地区の姿 

（１）地理と地区旗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

（２）地域の成り立ちと地域の現況 

国府地区は鈴鹿川右岸に位置し、古来から交通の要衝にあり、王塚を始めとし

て県内屈指の古墳群をはじめ、数々の歴史的、

文化的遺跡や遺物とともに多くの伝説や民話

が語り継がれています。 

 昭和初期には、鈴鹿海軍工廠等の軍施設が

設置され、特に戦前は軍施設の従業員数の増

加、戦後においても基幹産業の農業のみなら

ず、旧軍施設跡等に本田技研工業をはじめと

する平和産業が誘致され、利便性の良さから居住地として、団地等が開発されま

した。その後、地区内や周辺には鈴鹿サーキット、イオンモール、回生病院等が

誘致され、暮らしやすい環境を維持しています。 

 しかし近年、国府地区は超少子高齢化の影響を受けて認知症高齢者や要介護認

定者の人数が鈴鹿市の中でも上位を占めているのが現状です。また、子供の人数

も確実に減少しており、１０年後には現在の小学校のクラス数がほぼ半減すると

推定されています。本来暮らしやすいとされてきたこの地域で居住する我々にと

って、今こそ現状から生じる多くの課題に翻弄されることなく、住民が一丸とな

って、未来のために問題解決に取り組むことが必要とされています。 

【地区旗】 意匠[勾玉（まがたま）] 

奈良時代に国府が置かれ文化の開けたこの

地は、王塚を始めとして、その数八十に及ぶ古

墳が現在も残されている。 

多くの出土品の中から特に「勾玉」を選んで

地区名の頭文字「こ」の字形を配した。 

地色は「みどり」。主産業である農業を表すに

ふさわしい「みどり」を選んだ。 

－２－ 

国府地区まちづくりフェスティバル 

農産物販売 



 

―３－ 

 



 

－４－ 
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   【活動方針】

　　　地域資源を活かしたまちづくり

　【主な取り組み】

　　①地域に広がる国府地区まちづくりフェスティバルの開催

　　②各種ボランティア活動の充実

　　③地域の文化財保護・活用活動の推進

４　専門部会別活動方針と主な取り組み

安全･安心部会

部会構成団体

国府･住吉防犯委員会　消防分団
国府・明生小学校　平田野中学校
青少年育成町民会議　自治会長会  協力員

事　業　計　画

　【活動方針】

　　　安全・安心で住みよいまちづくり

　【主な取り組み】

　　①地域全域の防災体制づくりの推進

　　②地域に応じた防犯パトロール活動の実施

　　③地域における交通安全体制の充実

地域活性化部会

部会構成団体 

国府・住吉公民館運営委員会　農業委員会
国府・明生小学校運営協議会
平田野中学校運営協議会
青少年育成町民会議　自治会長会　協力員

事　業　計　画 

－７－



福祉・健康部会

部会構成団体

民児協・社協　体育振興会　長寿会
第２地域包括支援センターあんず
自治会長会　協力員

事　業　計　画

  【活動方針】

　　　健康でいきいきと暮らせるまちづくり

　【主な取り組み】

　　①生活支援幸ネットによる地域住民の相互支援システムの充実

　　②地域介護予防活動(サロン活動)の充実

　　③体育振興会による住民の健康増進活動推進事業

　　④行方不明高齢者捜索ネットワーク推進事業

部会構成団体

青少年育成町民会議　国府・明生小学校
国府・明生小学校運営協議会 平田野中学校
平田野中学校運営協議会 国府幼稚園
民児協・社協　自治会長会　協力員

子ども育成部会

事　業　計　画

  【活動方針】

　　　子育てにやさしいまちづくり

　【主な取り組み】

　　①子どものリーダー育成活動の推進
　
　　➁誰もが気軽に挨拶が交わせるまちづくりの推進

　　③地域全体で取り組む美化運動の実施

-8-



活動方針

第１次
地域計画
活動成果

防災

防犯

交通安全

2027

　

５　専門部会別活動計画

           計画年次
実施概要

国府地区防犯パトロール実施についての体制づくりを検討する。

国府地区防災計画策定(令和４年）
国府地区避難所運営マニュアル策定（令和５年）
国府地区避難所運営訓練実施(令和５年９月）
防災備蓄品整備(令和４・５年）

実行計画

【　安全・安心　】部会

安全・安心で住みよいまちづくり

大規模災害に備えた国府地区地域防災体制構築事業

国府地区防犯パトロール活動体制の構築事業

国府地区防災計画に基づいた国府地区防災訓練の実施と防災備蓄充実を推進する。

2024

実施事業

交通安全啓発事業、移動交番の有効活用推進事業

事業概要

交通事故防止啓発、移動交番の有効活用についてＰＲ活動実施する。

2025 2026

避難所運営訓練を含めた国府地区防災訓練の実施

国府地区全域周年の青パトによる防犯パトロール実施
地域住民参加による日常生活における見守り活動実施

第２次
地域計画
達成目標

地域内の交通安全啓発活動と移動交番活動の周知活動実施

－９－

国府地区防災訓練

実施

避難場所・経路、

通学路、安否確認、

国府防犯委員会

青パト体制検討

住吉防犯委員会

日常生活での見守

り協力体制の検討

国府地区全域で青パ

トによる見守り活動

日常生活(散歩等)に

ベスト・腕章等貸与

体制検討及び実施

地域防災計画、避難

所運営マニュアルの

見直し・修正

国府地区防災訓練検

防災備蓄品整備

防犯パトロール体制

づくり

住民参加の見守り

活動の検討･実施

交通安全啓発活動

移動交番のPR活動

交通安全啓発ポス

ター作成

PRパンフ等作成・

啓発

交通安全啓発ポス

ター作成

PRパンフ等作成・

啓発

大規模災害に備えた



活動方針

第１次
地域計画
活動成果

まちづくり
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

文化財
保護・活用

【　地域活性化　】部会

地域資源を生かしたまちづくり

国府地区まちづくりフェスティバル充実・推進事業

国府地区各種ボランティア活動推進事業実施事業

国府地区内文化財の保護・活用推進事業

実行計画
　　　　　　計画年次
実施概要

公民館文化祭との
連携
地域企業との連携

ボランティア活動
の強化推進

市文化財課と連携
した活動ボラン
ティア組織立ち上
げ検討

地区内文化財の
ＰＲ活動推進

2024 2025 2026 2027

自治会との連携
小・中学校との連携
地域住民による運営

事業概要

国府地区まちづくりフェスティバルをさらに発展充実させ、地域住民が地域活動を
理解することで住民同士の一体感を増進する。

各地域活動を明文化し、ボランティアとして多くの人材が少しずつ負担を分担しな
がら活動に参画できる環境を構築する。

地域で大切にされている数多い文化財を確認・紹介し、その保護や地域での活用を
推進する。

第１回国府地区まちづくりフェスティバル開催(令和5年11月）
ボランティア名簿作成プロジェクト委員会立ち上げ(令和5年2月）
第１回ボランティア募集(令和5年8月）

第２次
地域計画
達成目標

小中学校、公民館、企業等と連携したまちづくりフェスティバル開催

各種ボランティアの募集活動とボランティア育成

行政と連携した文化財保護・活用活動事業実施

国府地区まちづくり
フェスティバル充実・
推進事業

国府地区ボランティア
活動推進事業

国府地区文化財保護・
活用事業

ボランティア募集団
体･事業内容の確認
活動推進メンバーの
確定

市文化財課と連携し
た文化財の保護･活
用内容の検討

―10―



活動方針

第１次
地域計画
活動成果

リーダー
育成

あいさつ
運動

美化活動

　

　

　
　

キャッチフレーズ
等募集
見守り活動との連
携

実施事業

事業概要

ワークショップ･･平田野中学校(R3～5年)　国府・明生小学校(R2～5年)
あいさつ運動･･･キャッチフレーズ募集･のぼり旗作成(R3)
親子ポスター･あたたか体験作文募集･･横断幕、ポスター作成(R3年～）

実行計画

【　子ども育成　】部会

子育てにやさしいまちづくり

地域内小中学校におけるリーダー育成事業

あいさつ運動の啓発・推進事業

　　　　　　　計画年次
実施概要 2024 2025 2026

         

第２次
地域計画
達成目標

未来のリーダー育成を目指して、地域内小中学校と連携した
ワークショップ開催

年度ごとのポスター・横断幕等の作成と啓発活動実施

小中学校児童生徒の美化活動参加による地域全域の美化活動推進

啓発ポスター・横
断幕等の作成

小･中学校児童･生
徒の参加協力

国府地区美化運動の充実・推進事業

ワークショップ活動を実施し、自主的に環境を整える意識を持って活動することが
できるリーダーを養成する。

地域住民が子供･大人に隔てなく気軽に挨拶が交わせ、コミュニケーションがとれる
環境づくりを行う。

地域全体で地域住民自身による美化運動を実施し、自分たちの住むまちは自分たち
で美しい環境にする意識を整える。

2027

―１１―

国府・明生小学校

平田野中学校での

ワークショップ

活動推進

各学校と連携した

あいさつ運動啓発

自治会と連携し

た町内美化活動

推進



活動方針

第１次
地域計画
活動成果

生活支援
幸ネット

サロン
活動推進

健康増進
活動

行方不明
高齢者
捜索活動

【　福祉・健康　】部会

健康でいきいきと暮らせるまちづくり

2024 2025 2026 2027

地区内全自治会で
生活支援幸ネット
活動実施

住民への説明会、
アンケートなどの
実施

地区内サロン活動
連絡協議会開催
　

通所型サロンＢの
活動検討

捜索マニュアルを
活用した実施訓練

地域内全自治会で
サロン活動開始

通所型サロンＢの
活動実施

生活支援幸ネット
実施予定自治会と
の連絡調整

事業概要

幸ネット活動自治会（西住吉、下区、西之城戸、新町）
サロン活動（13自治会で16団体）サロン活動連絡協議会(令和３年､４年）
行方不明高齢者捜索ネットワーク開始(令和３年11月開始）

実行計画
　　　　　　計画年次
実施概要

日常の生活支援が出来る組織を国府地区全域に拡大し、国府地区全域で高齢者支援
が出来る体制づくりを推進する。

サロン活動を推進支援すると共に未実施自治会への勧誘活動を実施する。また活動
を通じて介護予防や健康維持増進をはかる。

地域内全住民の健康増進支援活動をはじめ、サロン活動・長寿会活動における高齢
者対象の運動普及活動を推進する。

近年増加する行方不明高齢者捜索活動の円滑化、効率化を図り地域全体で高齢者を
見守る体制作りを推進する。

実施事業

生活支援幸ネットの地域内全域拡大による活動充実推進事業

サロン活動の全域拡大と国府地区内連携ネットワーク推進事業

体育振興会による健康増進活動推進事業

行方不明高齢者捜索ネットワーク推進事業

第２次
地域計画
達成目標

国府地区全自治会での幸ネット活動実施

全自治会でのサロン活動実施と公民館と連携した通所型サロン活動の実施

体育振興会と連携した健康増進講座の開催

行方不明高齢者捜索ネットワークマニュアルによる捜索活動体制の確立

―１２―

実施中の生活支援

ボランティア組織

への活動支援

新規実施自治会へ

サロン活動推進と

新規活動組織構築

体育振興会による

健康増進活動支援

行方不明高齢者

捜索ネットワーク

の充実・推進



６　組織図

◎ 事務局長

※ 各部会広報委員

国府防犯委員会 青少年育成町民会議 民児協・社協 国府公民館運営委員会

住吉防犯委員会 国府小学校 体育振興会 住吉公民館

消防分団 明生小学校 長寿会 農業委員会

国府小学校 平田野中学校 中部包括支援センター 青少年育成町民会議

明生小学校 国府幼稚園 自治会長会 国府小運営協議会

平田野中学校 国府小運営協議会 協力員 明生小運営協議会

青少年育成町民会議 明生小運営協議会 平田野中運営協議会

自治会長会 平田野中運営協議会 自治会長会 

協力員 民児協・社協 協力員

自治会長会

協力員

※部会長、副部会長は部会員の中から選出する。
※部会を超えた調整・協議は連携の必要に応じて随時開催できるものとする。
※役員会は総会に次ぐ議決機関で部会等の原案を協議・決定する執行機関の役割を担う。
※協力員は地域の個人又は法人等の推薦された委員で専門部会に所属するものとする。

国府地区まちづくり協議会 組織図

福祉・健康部会 地域活性化部会

市民センター所長
（コーディネーター） 事務局

子ども育成部会

自治会長会 総　会

監事

顧問

役員会
構成：会長，４副会長，事務局長，会計，
　　　 ４専門部会長，自治会長会代表

安全・安心部会

広報部

【専門部会】
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